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■■  ははじじめめにに  
人ごみの中での会話のように，複数の音声の中から特

定の音声を認識することができる現象をカクテルパーティ
ー効果と呼び (Cherry, 1953)，特定の音に対して注意を
向ける聴取の仕方を選択的聴取と呼ぶ (大串, 2019)。選
択的聴取に影響を及ぼす要因の一つとして，これまでに
音楽経験の有無が検討されており，音楽家は非音楽家よ
りもノイズ環境下での選択的聴取に優れていることが示さ
れている (Strait & Kraus, 2011)。また，音楽家の間でも，
楽器の練習方略の違いにより聴覚処理に違いが生じること
が示唆されている (Seppänen, 2007)。 
本研究では，楽器演奏時の聴覚の活用の程度の違い

が選択的聴取に及ぼす影響について，2つのマスキング
状況下での選択的聴取課題を用いて検討した。 
 

■■  活活動動内内容容  
１１．．実実験験課課題題  
本研究では，エネルギーマスキングと情報マスキングの

2つのマスキング状況下での選択的聴取力を測定した (詳
細は右図参照)。実験参加者には，マスキング音中に特定
の信号音が含まれるかどうかを判別するように求めた。選
択的聴取力は，Levitt (1971) の心理測定関数に従いマス
キング音を変化させることで測定した。 
２２．．分分析析  
大学生20名を対象に以下の3つの分析・検討を行った。 

●練習方略と選択的聴取の関連性の検討 
即興・耳コピ演奏を行う音楽家と楽譜を多用する音楽家

の2群に分け，練習方略の違いが選択的聴取力に与える
影響を検討した。 
●練習方略と聴覚活用の主観的評価の関連性の検討 
練習方略の違いと聴覚の活用の程度の違いについて，

参加者自身の楽器演奏時の聴覚の活用に対する主観的
評価を用いて検討した。 
●聴覚活用の主観的評価と選択的聴取の関連性の検討 
参加者自身の演奏時の聴覚の活用に対する主観的評

価と選択的聴取力の関連について，検討を行った。 
３３．．結結果果  
分析の結果，練習方略と選択的聴取力および楽器演奏

時の聴覚の活用に対する主観的評価の間に有意な差は
みられなかった。その一方で，楽器演奏時の聴覚の活用
に対する主観的評価と選択的聴取力の間には有意な差が
みられ，演奏時に聴覚を活用している人ほど選択的聴取

に優れていることが示唆された。 
これらの結果から，練習方略の違いによる聴覚の活用の

違いは聴覚の選択的注意に影響を与えないが，聴覚的手
がかりの習慣的な活用は聴覚の選択的注意を高める可能
性が示唆された。 
44．．今今後後のの展展望望  
 本研究では，注意を向ける対象として音を使用した。しか
し，日常生活中の選択的聴取場面における注意の対象の
多くは「ことば」であり，本実験課題との間に乖離がみられ
る。したがって，今後はことばを用いて検討を行うことでより
日常生活場面と関連付けた検討が可能となる。また，日常
生活中には楽器演奏以外にも聴覚的手がかりを活用する
場面は多く存在する。したがって，楽器演奏以外の聴覚的
手がかりの活用の程度との関連性を検討する必要がある。 
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